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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

留
萌
市
議
会
の
取
り
組
み
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

留
萌
市
議
会
の
取
り
組
み
は

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

留
萌
市
議
会
の
取
り
組
み
は

▲財源確保のため期末手当の15％
　減額などを決定（記者会見）
▲記者会見で財源確保のため期末手当
　の15％減額などを発表

CO
VI
D-1
9

　
留
萌
市
議
会
で
は
５
月
　
日
㈮
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（CO
VID
ｰ19

）
対
策
に
伴
う
市
独

自
の
財
源
確
保
の
た
め
、
議
員
14
人

全
員
の
６
月
期
末
手
当
を
15
％
削
減

す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
、
記
者
会

見
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
見
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
市
民
が
さ
ま

ざ
ま
な
負
担
を
し
て
い
る
状
況
に
配

慮
し
、
市
が
進
め
る
経
済
対
策
に
協

力
し
た
い
」
と
そ
の
趣
旨
を
伝
え
ま

し
た
。
議
会
の
取
り
組
み
と
、
見
込

ま
れ
る
効
果
額
は
次
の
通
り
で
す
。

①
６
月
の
期
末
手
当
15
％
削
減

　
・
１
４
９
万
８
５
０
０
円

②
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会

　
の
行
政
視
察
中
止

　
・
２
１
７
万
６
０
０
０
円
な
ど
、

現
在
、
総
額
３
６
７
万
４
５
０
０
円

で
す
。

財
源
確
保
の
た
め
期
末
手
当
15
％
減
額
な
　

　
ど

決
定

新型コロナウイルス感染症
対策事業の予算案を可決

感染防止対策に取り組んでいます
　留萌市議会は、定例会や
各委員会において、マスク
の着用・会議室の換気を
行っています。

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、国か
ら「地方創生臨時交付金」が交付されます。
　留萌市には１億 3,648 万円の交付が見込ま
れ、１次申請の事業が決定しました。
　留萌市議会では、この申請事業の中に市民
の声を踏まえ、提案しました。
■留萌市議会による提案【抜粋】
①感染拡大防止・医療体制
　・備蓄用資材の整備
　・スクールバス３密防止対策　ほか
②市民生活・事業継続への支援
　・学校給食納入業者支援
　・オンライン特産品販売支援　ほか
③経済活動の回復
　・ワンコイン商店街支援事業
　・花いっぱい応援事業　　　　以上
　市が推進する申請事業として、議会提案が
反映されました。
　市では、新型コロナウイルス感染症対策が
喫緊の課題であることから、前倒しで政策を
執行しています。事業の裏付けとなる予算案
は６月の第２回定例会で、可決・承認されま
した。
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　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
」
に
取
り
組
む
た
め
、
市
議
会
危
機
対
策
会
議
役
員

会
を
開
催
。
３
月
３
日
に
全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
「
危
機
対
策
会
議
」
で
国
内
・
道
内
の
感
染
者
数
の
現

状
下
、留
萌
市
が「
レ
ベ
ル
３
非
常
体
制
」の
危
機
管
理
指
針
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

市
本
部
会
議
の
情
報
が
瞬
時
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
配
信
さ
れ
ま
す
。
留
萌
市
議
会
で
は
、
留
萌
市
が
支
援
事

業
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
、
３
回
の
議
員
全
員
に
よ
る
危
機
対
策
会
議
、
２
回
の
拡

大
役
員
会
を
開
催
し
対
応
し
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
抜
粋
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

留
萌
市
議
会
危
機
対
策
会
議

留
萌
市
議
会
危
機
対
策
会
議

留
萌
市
議
会
危
機
対
策
会
議

■
留
萌
市
議
会
危
機
対
策
会
議

　
　…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

３
回

•
３
月
３
日
㈫

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
対
応

の
現
状
と
し
て

　
・
留
萌
市
危
機
管
理
指
針
に
基
づ

く
経
過
説
明
の
確
認
。

　
・
小
中
学
校
等
に
臨
時
休
校
に
伴

う
対
応
確
認
な
ど
。

•
４
月
９
日
㈭

　
・
留
萌
振
興
局
内
で
感
染
者
１
人

の
報
告
に
伴
う
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
の
確
認
。

　
・
諸
会
議
の
３
密
の
抑
制
を
確
認
。

•
４
月
30
日
㈭

　
・
留
萌
市
特
別
定
額
給
付
金
事
業

の
確
認
。

　
・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
給
付
金

事
業
の
確
認
。

　
・
留
萌
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

始
動
報
告
お
よ
び
確
認
等
。

　
・
留
萌
市
議
会
と
し
て
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
対
策
に
伴
う

意
見
聴
取
、
財
源
確
保
に
向
け
た

全
議
員
の
意
思
統
一
の
確
認
。

■
留
萌
市
議
会
危
機
対
策
会
議
拡
大

役
員
会
　…

…
…
…
…
…
…

２
回

•
４
月
23
日
㈭

　
　
市
行
政
の
対
応
状
況
を
確
認
。

地
域
経
済
へ
の
支
援
、
行
政
へ
の

提
言
、
議
員
の
特
別
定
額
給
付
金

の
取
り
扱
い
、
歳
費
・
政
務
活
動

費
の
対
応
検
討
。

•
５
月
12
日
㈫

　
　
留
萌
市
議
会
と
し
て
、 

地
方
創

生
臨
時
交
付
金
１
億
３
６
４
８
万

円
の
事
業
要
望
等
を
検
討
。

■
市
の
対
応
会
議
か
ら
（
抜
粋
）

•
３
月
９
日
㈪

　
　
市
内
小
中
学
校
の
休
校
、
児
童
セ

ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
閉
鎖
な
ど
確
認
。

•
３
月
19
日
㈭

　
　
市
内
公
共
施
設
に
お
け
る
消
毒
・

マ
ス
ク
の
着
用
、
発
熱
者
の
利
用

制
限
し
、
25
日
か
ら
通
常
再
開
を

確
認
。

•
３
月
30
日
㈪

　
　
小
中
学
校
入
学
式
の
対
応
。
市
内

路
線
バ
ス
減
便
な
ど
の
確
認
。

•
４
月
10
日
㈮

　
　
濃
厚
接
触
者
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
結
果
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
る
。

•
４
月
17
日
㈮

　
　
公
共
施
設
対
応
、
経
済
対
策
に
つ

い
て
の
方
向
性
を
提
案
。

•
５
月
１
日
㈮

　
　
子
育
て
支
援
、
事
業
者
へ
の
融
資

状
況
な
ど
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
緊
急
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
確
認
。

•
５
月
５
日
㈫

　
　
小
中
学
校
臨
時
休
業
延
長
、
公
共

施
設
休
館
延
長
等
を
確
認
。

•
５
月
８
日
㈮

　
　
地
方
創
生
交
付
金
の
今
後
の
対

応
、
市
内
経
済
の
影
響
等
を
確
認
。

•
５
月
15
日
㈮

 

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
と

し
て
、
市
議
会
要
望
も
含
め
国
に

申
請
す
る
報
告
確
認
。

•
５
月
22
日
㈮

　
　
休
館
し
て
い
る
施
設
の
再
開
、
留

萌
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

捗
状
況
を
確
認
。

•
５
月
29
日
㈮

　
　
６
月
１
日
か
ら
の
学
校
授
業
の
対

応
確
認
。
留
萌
市
立
病
院
感
染
病

床
は
、
６
月
末
ま
で
継
続
予
定
で

あ
る
こ
と
を
確
認
。

▲留萌PUSHプロジェクト第 3弾
　　『デリバリータクシータクー留』

■市の対応会議から（抜粋）
【３月９日㈪】市内小中学校の休校、児童センター・子育て支
援センターの閉鎖など確認。
【３月 19日㈭】市内公共施設における消毒・マスクの着用、
発熱者の利用制限し、25 日から通常再開を確認。
【３月 30日㈪】小中学校入学式の対応。市内路線バス減便な
どの確認。
【４月 10日㈮】濃厚接触者ＰＣＲ検査結果について報告。
【４月 17日㈮】公共施設対応、経済対策についての方向性提案。
【５月１日㈮】子育て世帯支援、事業者への融資状況およびゴー
ルデンウイーク緊急市長メッセージ確認。
【５月５日㈫】小中学校臨時休業の延長、公共施設休館の延長
などを確認。
【５月８日㈮】地方創生臨時交付金の今後の対応、市内経済の
影響などを確認。
【５月 15日㈮】地方創生臨時交付金事業として、市議会要望
も含め国に申請する報告確認。
【５月 22日㈮】休館している施設の再開、留萌ＰＵＳＨプロ
ジェクトの進捗状況を確認。
【５月 29日㈮】６月１日からの学校授業の対応確認。留萌市
立病院感染病床は、６月末まで継続予定であることを確認。

タブレット導入で効率
的、

スピードある議会活動
に！

①会議開催など事務
局からの連絡は、ラ

イン

ワークスという機能
を使って周知されま

す。

議会カレンダーでス
ケジュール管理する

こと

ができます。

②議会資料を印刷す
ることなく「定例会

」「常

任委員会」などそれ
ぞれの会議ごとにデ

ータ

送信されます。

③議員が事前に内容
を確認し、質問した

いこ

とや、疑問点を直接
書き込むことができ

ます。

④議員はどこにいて

も常に最新の情報を

手に入れることがで

きます。災害時には

現場写真を瞬時に行

政に伝えることもで

きます。 ▲１台のタブレット
に

　　　　議会資料を
集約

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、国
から「地方創生臨時交付金」が交付されます。
　留萌市には１億 3,648 万円の交付が見込
まれ、１次申請の事業が決定しました。
　留萌市議会では、この申請事業の中に市
民の声を踏まえ、提案しました。

■留萌市議会による提案【抜粋】
①感染拡大防止・医療体制
　・備蓄用資材の整備
　・スクールバス３密防止対策　　　　　　ほか
②市民生活・事業継続への支援
　・学校給食納入業者支援
　・オンライン特産品販売支援　
　・留萌市内事業者持続化緊急支援（宿泊事業者・
　　酒類販売事業者・理美容事業者への支援金）
　・市内公共交通等維持支援（生活路線バス事業者・
　　観光バス事業者・タクシー事業者への支援金）
　・留萌ふるさと学生応援
　　（帰省困難学生、市外奨学金学生支援）
　・子育て世帯応援

　　ほか
③経済活動の回復
　・ワンコイン商店街支援事業
　・花いっぱい応援事業　　　　　　　　　以上

（地元書店での学習教材等購入支援）
（子ども食堂への支援・調理師会主催テイクア
ウト事業のＰＲ支援など）

新型コロナウイルス感染症
対策事業の予算案を可決・承認
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第
１
常
任
委
員
会

第
２
常
任
委
員
会

　

5
月
、
6
月
の
常
任
委
員
会
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
使
っ
た
事
業
実
施

に
当
た
る
補
正
予
算
内
容
に
つ
い
て
提

案
を
受
け
、定
例
会
で
の
審
議
に
対
処
し

ま
し
た
。
留
萌
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
経
済
対
策
を
は
じ
め
、
子
育
て
支

援
、
花
き
農
家
支
援
な
ど
、
30
事
業
を
超

え
る
コ
ロ
ナ
対
応
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
あ

る
実
施
の
た
め
の
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
防
災
備
蓄
倉
庫
の
確
保

　

現
在
、
備
蓄
物
資
お
よ
び
資
機
材
な

ど
は
、
防
災
倉
庫
（
本
町
１
丁
目
）、
市

本
庁
舎
・
西
分
庁
舎
倉
庫
の
３
カ
所
に

分
散
し
て
備
蓄
、
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

収
容
面
積
が
狭
小
で
あ
り
、
耐
震
性
を

保
持
し
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
新
た
な
備
蓄
倉
庫
を
早
急
に
確

保
す
る
た
め
、
候
補
地
の
調
査
中
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
候
補
地
と
し
て
、

留
萌
十
字
街
西
ビ
ル
と
市
内
小
中
学
校

の
空
き
教
室
、
廃
校
舎
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
に
建
築
さ
れ
た
留
萌
中
学

校
は
、
老
朽
化
が
進
み
、
雨
漏
り
や
外

壁
の
落
下
な
ど
の
危
険
性
が
高
く
、
校

舎
お
よ
び
運
動
場
の
大
規
模
改
修
に
よ

る
教
育
環
境
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
留
萌

中
学
校
整
備
事
業
と
し
て
、
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
を
行
う
校
舎
煙
突
改
修
工
事
や

屋
根
・
外
壁･

ト
イ
レ
な
ど
の
大
規
模
改

造
事
業
お
よ
び
老
朽
化
し
た
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
と
旧
千
鳥
町
プ
ー
ル
跡
地
の
新
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
と
し
て
、
約
４
億
円

の
事
業
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
、調

理
衛
生
環
境
の
改
善
、
経
年
劣
化
し
た

調
理
器
具
の
更
新
を
行
う
計
画
に
基
づ

き
実
施
す
る
今
年
度
の
事
業
内
容
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
食
器

類
を
消
毒
お
よ
び
乾
燥
さ
せ
る
保
管
機

の
更
新
と
、
給
食
調
理
器
具
の
保
管
機

購
入
事
業
費
約
３
千
万
円
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▲留萌中学校テニスコート

▲学校給食センターのカートイン

▲市内花き農家のトルコギキョウ

▲留萌市の防災倉庫（本町１丁目）

留萌市議会だより

広報るもい　2020（令和２）年  ８月号

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

議
員
８
人
で
構
成
さ
れ
る
「
議
会
広

報
広
聴
常
任
委
員
会
」
で
は
、「
議
会
広

報
作
業
班
」
と
「
お
知
ら
せ
掲
示
板
・

Ｈ
Ｐ
作
業
班
」
の
２
班
に
分
か
れ
、
議

会
広
報
誌
の
編
集
や
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
広
報
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換

会
」
に
よ
る
広
聴
に
関
す
る
事
項
な
ど

も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
、
広

報
広
聴
常
任
委
員
会
を
６
回
、
議
会
広

報
作
業
班
を
６
回
、お
知
ら
せ
掲
示
板
・

Ｈ
Ｐ
作
業
班
を
７
回
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
、
議
会
基
本
条
例
が
定
め
る
「
わ
か

り
や
す
く
・
開
か
れ
た
」「
市
民
と
と
も

に
」
の
議
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
、
議
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
広
く
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
情
報
の
発
信
・
共
有
・
拡

散
を
目
的
と
し
、Facebook

（
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
）
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
準
備
が
整
い
次
第
、
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が
担

当
す
る「
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
」

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
あ
れ
ば
実
施
す
る
こ

と
が
可
能
か
な
ど
を
検
討
し
、
安
心
・

安
全
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
意
見

交
換
会
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

●
議
会
で
使
わ
れ
る
用
語
の
中
に
は
、
普
段
あ
ま
り
耳
に
し
な
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
議
会
用
語
を
抜
粋
で
解
説
し
ま
す
。

　ま
た
、
留
萌
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
用
語
の
解
説
の
ペ
ー
ジ
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

用語を理解して
議会をもっと知ろう！
用語を理解して
議会をもっと知ろう！
■常任委員会（じょうにんいいんかい）
議会が市の事務に関する調査、付託
された請願・陳情などの審査を行う
ために、条例で常設する委員会のこ
とで、留萌市では第 1、第 2、議会広
報広聴の 3 つの委員会が設置され、
議員は少なくとも第 1 または第 2 の
常任委員会に所属するものとされて
います。

■意見書（いけんしょ）
地方自治法第 99 条の規定に基づき、
市議会は市の公益に関することにつ
いて、国会や国、県などの関係行政
庁に対し、議会の意思をまとめた文
書を提出することができます。

■一般会計（いっぱんかいけい）
市の最も基本的な経費の収支を扱う
会計で、目的を限定せずに、一般的
な行政を進めるための主要な経費を
まかなうもので、特定の事業目的に
限定される特別会計と区分されてい
ます。

■視察（しさつ）
実情や現状を把握することを目的と
して、現地に赴き、つぶさに見てま
わり、関係者から説明を受けるなど
の研修を行います。

■政務活動費（せいむかつどうひ）
議員の調査研究のために必要な経費
の一部として、議会の会派または議
員に対して市から交付される活動費
を言います。

■専決処分（せんけつしょぶん）
議会が議決または決定すべき事件に
ついて、時間的に議会の招集を待て
ないなど、緊急な場合および議会の
議決により委任されている場合
に、市長が議会に代わり、意思
決定をすることです。特別な
場合を除き、専決処分
後に、議会に報告し、
承認を求める議案の提出
が必要となります。

▲議会広報広聴常任委員会の主な広報活動
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令
和
２
年

令
和
２
年  

第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

一
般
質
問
と
答
弁

質
問

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
変
化
と
対
策

　

市
内
老
人
福
祉
施
設
な
ど
で
感
染
者
が
出

た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
把
握
し
て

い
る
か
。
６
月
30
日
か
ら
再
開
予
定
の
「
わ

い
わ
い
子
ど
も
食
堂
」で
３
密
を
防
ぐ
た
め
、

環
境
整
備
の
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。

　

市
内
小
中
学
校
の
授
業
が
再
開
さ
れ
た

が
、
夏
休
み
の
期
間
や
運
動
会
、
学
芸
会
、

修
学
旅
行
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
た

い
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し
、

学
習
補
助
員
の
人
材
確
保
が
で
き
な
い
か
。

　
「
道
の
駅
る
も
い
」
の
オ
ー
プ
ン
が
延
期

さ
れ
た
が
、
現
時
点
で
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
は
、
ま
す
ま
す
悪
化

す
る
と
思
わ
れ
る
。
昨
年
６
月
以
降
、
開

催
さ
れ
て
い
な
い
沿
線
自
治
体
会
議
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
市
長
の
思
い
を
聞
き
た
い
。

答
弁

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
実
地
指
導
の

中
で
把
握
し
て
い
る
。
国
の
交
付
金
を
使
い

子
育
て
応
援
事
業
と
し
て
、「
子
ど
も
食
堂
」

に
マ
ス
ク
や
消
毒
薬
、
飛
ま
つ
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
物
品
を
購
入
し
支
援
し
た

い
。

　

夏
季
休
業
開
始
日
を
８
月
１
日
に
変
更
し

17
日
ま
で
と
短
縮
す
る
。
運
動
会
、
修
学
旅

行
な
ど
の
学
校
行
事
は
、
８
月
以
降
に
延
期

す
る
が
、こ
れ
ま
で
同
様
の
内
容
は
難
し
い
。

実
施
に
当
た
り
、
内
容
の
精
査
が
必
要
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
使
っ
た
学
習
補
助

員
人
材
確
保
は
、
関
係
部
署
と
協
議
し
、
検

討
し
た
い
。

　
「
道
の
駅
る
も
い
」
は
、
道
内
の
感
染
状

況
の
改
善
を
前
提
に
、
７
月
10
日
以
降
の

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
最
終
判
断
し
た
い
。

　

沿
線
自
治
体
会
議
は
、
今
議
会
終
了
後
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
協
議
し
た
い
。
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
Ｊ
Ｒ
だ

が
、
な
し
崩
し
的
に
廃
線
を
迫
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
協
議
を

進
め
た
い
。

広
報
誌
や
Ｈ
Ｐ
、
町
内
回
覧
、
Ｆ
Ｍ
も
え
る

な
ど
で
手
洗
い
の
徹
底
や
不
要
不
急
の
外

出
、
３
密
を
避
け
る
な
ど
の
呼
び
掛
け
を

行
っ
た
。

　

病
院
内
で
は
「
院
内
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
遵
守
し
、
感
染
経
路
別
予
防
策
を
実

践
し
て
い
る
。
市
立
病
院
感
染
対
策
委
員
会

を
組
織
し
、
通
常
問
診
前
に
感
染
症
問
診
書

を
作
成
し
て
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
っ
て
お
り
、

入
院
が
必
要
な
場
合
は
個
室
を
用
意
し
て
い

る
。
ま
た
、
職
員
の
健
康
管
理
に
も
努
め
て

い
る
。

質
問

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
済

支
援
策
及
び
育
成
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
人
や
物
の
動
き
が
停
滞
し
、
事
業
活

動
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
業
者
が
生
じ

て
い
る
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
、
市
内
経
済
に
与
え
る
影
響
、
支
援
策

と
今
後
の
育
成
策
を
伺
う
。

答
弁

外
出
自
粛
に
伴
っ
て
売
り
上
げ
の
落

ち
込
み
は
顕
著
だ
っ
た
飲
食
業
な
ど
、
多
く

の
事
業
者
で
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。

　

国
の
交
付
金
や
市
の
基
金
の
活
用
な
ど

で
、
地
域
経
済
の
早
急
な
回
復
、
回
復
後
の

経
済
活
性
化
へ
対
策
を
講
じ
た
い
。

　

地
域
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
年
々

数
が
減
少
し
、
前
年
よ
り
売
り
上
げ
が
落
ち

質
問

留
萌
市
お
よ
び
市
立
病
院
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

　

４
月
に
市
内
で
初
め
て
感
染
者
が
出
た
こ

と
を
受
け
、
市
は
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
か
、

市
立
病
院
で
は
、
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
市
立
病
院
の
稼
働
状
況
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
状
況
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療

機
器
や
、
マ
ス
ク
・
防
護
服
な
ど
の
医
療
用

物
資
の
確
保
、
必
要
な
医
療
体
制
が
確
保
さ

れ
て
い
る
か
お
伺
い
す
る
。

答
弁

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
公
共
施

設
の
閉
鎖
、
市
主
催
事
業
の
中
止
、
小
中
学

校
の
休
校
な
ど
の
措
置
を
講
じ
、
人
と
人
の

接
触
機
会
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
実
施
し
、

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り

萌
芽
ク
ラ
ブ

萌
芽
ク
ラ
ブ

▲７月 10 日以降にオープン予定の「道の駅るもい」
　に設置されたチャレンジショップなど

鵜う
し
ろ城　

雪ゆ
き
こ子

無
　
会
　
派

無
　
会
　
派▲徹底した感染対策を行っている留萌市立病院

村む
ら
か
み上　

 

均ひ
と
し

留
萌
公
明
党

留
萌
公
明
党

た
事
業
所
も
増
え
て
い
る
。
今
後
は
、
事
業

の
継
続
へ
の
対
応
が
課
題
だ
。

質
問

観
光
施
策
に
つ
い
て

　

留
萌
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
８
の
施
策

に
「
食
」
と
「
景
観
」
に
続
く
新
た
な
資
源

発
掘
と
有
る
が
、取
り
組
み
と
検
証
ま
た「
道

の
駅
る
も
い
」
を
中
心
と
し
た
新
た
な
交
流

ゾ
ー
ン
や
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
申
請
を
契

機
に
、
観
光
資
源
と
し
て
の
一
体
的
な
構
想

と
旧
留
萌
増
毛
線
跡
地
の
調
査
結
果
か
ら
の

今
後
の
活
用
方
法
を
伺
う
。

答
弁

最
近
は
、
体
験
型
観
光
で
一
定
の
評

価
が
あ
る
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
需
要
の
激
減
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
で
変
化
す
る
。
そ
の
と
き
ど

き
に
応
じ
た
検
証
、
対
応
を
各
団
体
と
進
め

た
い
。「
道
の
駅
る
も
い
」
で
、
留
萌
港
南

岸
壁
の
石
造
り
倉
庫
群
な
ど
の
周
遊
情
報
を

発
信
す
る
ほ
か
、
築
港
の
歴
史
な
ど
も
絡
め

た
地
域
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
も
検
討

し
、
一
体
的
な
運
用
を
目
指
し
た
い
。
Ｊ
Ｒ

北
海
道
や
庁
内
で
譲
渡
箇
所
の
安
全
対
策
な

ど
を
協
議
し
、
活
用
可
能
な
鉄
道
資
産
を
選

定
し
た
い
。

質
問

安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
た
め
の
家

庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
の
休
校
措
置
や
保
育
所

の
登
園
自
粛
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭

で
過
ご
す
よ
う
に
な
り
、
養
育
状
況
が
悪
化

し
た
家
庭
に
対
す
る
市
の
支
援
や
体
制
と
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
体
罰
に
よ
ら

な
い
子
育
て
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
市
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

学
校
休
業
中
に
も
、「
留
萌
市
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
の
支
援
対
象
児

童
ケ
ー
ス
に
市
の
家
庭
相
談
員
に
よ
る
電
話

掛
け
や
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
定
期
的
な
情
報

把
握
に
努
め
て
き
た
。「
体
罰
に
よ
ら
な
い

子
育
て
に
つ
い
て
」
は
、
他
市
の
状
況
を
踏

ま
え
て
市
で
も
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

違
う
感
覚
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日

常
が
し
ば
ら
く
続
く
中
、
再
び
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
秋
を
迎
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

市
民
行
動
で
の
留
萌
市
独
自
の
基
準
に
つ
い

て
き
め
細
か
く
検
討
し
、市
民
へ「
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
し
て
呼
び
掛
け
る
と
い
う
対
応

が
必
要
と
感
じ
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
・
防
災

資
機
材
の
保
管
な
ど
も
感
染
症
の
対
応
を
考

慮
し
、
再
構
築
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
地
域
の
活
力
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

開
催
に
つ
い
て
、
賑
わ
い
の
創
出
と
文
化
の

継
承
を
踏
ま
え
、
来
年
度
の
市
の
支
援
・
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
市
長
の
お
考
え
を
お
聞

き
す
る
。

答
弁

国
や
道
が
示
し
て
い
る
生
活
様
式

を
、
留
萌
市
と
し
て
も
継
続
的
に
推
進
し
て

い
く
中
、
留
萌
市
独
自
の
き
め
細
か
な
行
動

基
準
を
設
け
る
場
合
、
慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
ま
ず
は
、
現
在
の
新
し
い
生
活
様

活
用
し
た
周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
市
民
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
減
少
が
生
じ
た
場
合
の

市
税
等
の
猶
予
な
ど
の
周
知
と
、
困
窮
す
る

市
民
生
活
を
立
て
直
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な

制
度
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
安
心
情
報
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
税
相
談
情
報
、
電
話
や
来
所

時
に
、
納
税
相
談
に
よ
る
説
明
の
ほ
か
、
広

報
７
月
号
に
も
掲
載
し
、
納
付
書
や
督
促
に

同
封
し
て
い
く
。
生
活
保
護
制
度
は
、
稼
働

能
力
の
活
用
評
価
の
猶
予
、
自
動
車
保
有
の

容
認
、
転
職
増
収
指
導
の
保
留
な
ど
コ
ロ
ナ

禍
の
下
、
保
護
要
件
の
取
り
扱
い
を
緩
和
し

て
い
る
。
住
居
確
保
給
付
金
は
、
対
象
者
を

拡
大
し
て
い
る
。

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
緊
急
小
口
資

金
と
総
合
支
援
資
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
特
例

貸
付
を
実
施
。
緊
急
小
口
資
金
は
、
社
協
の

ほ
か
、
労
働
金
庫
、
郵
便
局
の
窓
口
で
も
申

請
を
行
っ
て
い
る
。
就
学
援
助
制
度
も
コ
ロ

ナ
禍
で
家
計
が
急
変
し
た
場
合
に
も
対
応
し

て
い
る
。

質
問

再
び
起
こ
り
得
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
へ
の
備
え

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
昨
年
ま
で
と
は

留萌市議会だより
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▲中小企業・小規模事業者の経済支援策および
育成策は

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美

無
　
会
　
派

無
　
会
　
派▲厚生労働省のポスター

海か
い
と
う東　

剛よ
し
の
り哲

萌
芽
ク
ラ
ブ

萌
芽
ク
ラ
ブ

▲るもい呑涛まつり
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式
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
や
事
業
者

の
皆
様
に
実
践
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
全
体

に
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
最
優
先
に
、
啓

発
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

感
染
症
に
対
応
し
た
避
難
に
つ
い
て
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
新
た
な
保
管
場
所
・
防
災
備
蓄

倉
庫
の
候
補
地
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

　

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
来
場
者

や
ス
タ
ッ
フ
の
感
染
予
防
な
ど
、
北
海
道
が

提
唱
す
る
「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
を
実
践

し
な
が
ら
、
参
加
者
の
安
全
の
確
保
な
ど
、

必
要
に
応
じ
た
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
主
催
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
っ
て

い
く
。
留
萌
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
基
金
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
支
援
も

必
要
と
考
え
る
。

質
問

子
ど
も
の
学
び
の
支
援
に
つ
い
て

　

緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
学
校
の
休
業
期
間

中
に
文
科
省
や
道
教
育
委
員
会
か
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
教
材
が
提
供
さ
れ
た
。
千
歳
科
学
技

術
大
学
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
教
育
委
員
会

の
所
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う
に
表
示
す

る
お
考
え
は
な
い
か
。　

　

そ
の
上
で
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
家
庭
に
対

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸
し
出
し
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
例
年
よ
り
多
忙
に
な
る
教

職
員
を
支
え
る
時
間
単
位
で
の
人
材
の
確

保
、
消
毒
作
業
を
担
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
を
確
保
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
教
材
に
容
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ペ
ー
ジ
を
掲
載
し
た

い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
は
、
長
期

休
業
に
入
り
、
家
庭
学
習
な
ど
に
活
用
す
る

場
合
、
貸
し
出
し
条
件
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
。

　

国
の
令
和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
で
示

さ
れ
た
人
的
体
制
整
備
に
つ
い
て
は
、
学
校

全
体
の
指
導
体
制
充
実
の
た
め
に
、
時
間
単

位
で
人
材
の
確
保
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
校
内
の
消
毒
作
業
を
行
う
教
職
員
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
も
含
め
、
可
能
な
対
応
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

質
問

災
害
時
避
難
所
の
備
蓄
品
な
ど
の
見

直
し
と
設
営
演
習
に
つ
い
て

　

今
後
、
留
萌
市
で
も
避
難
所
で
感
染
症
対

答
弁

市
で
は
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

市
内
４
公
共
施
設
に
つ
い
て
５
月
26
日
の
施

設
再
開
後
、
国
な
ど
が
示
す
「
感
染
拡
大
予

防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
利
用
者
の

緊
急
連
絡
先
の
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

把
握
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
適
切
に

管
理
し
て
い
く
。

　
「
接
触
確
認
ア
プ
リ
」
や
「
コ
ロ
ナ
通
知

シ
ス
テ
ム
」
の
市
民
周
知
に
つ
い
て
は
、
感

染
者
、
濃
厚
接
触
者
の
把
握
や
公
表
は
北
海

道
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
か
ら
の

要
請
に
基
づ
き
、
道
が
管
理
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
が
、
道
な
ど
か
ら
要
請
が
あ
っ

た
場
合
、
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
場
所
や
時
間
に

と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
で
あ
る
テ
レ

ワ
ー
ク
を
、
新
し
い
働
き
方
を
見
込
ん
だ
移

住
定
住
政
策
の
一
環
と
し
て
推
進
す
る
考
え

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

国
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
都
市
部

か
ら
地
方
へ
の
人
や
仕
事
の
流
れ
を
創
出
。

地
方
創
生
と
働
き
方
改
革
の
実
現
に
貢
献
す

る
も
の
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て

い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
の

新
た
な
働
き
方
と
し
て
、
多
く
の
企
業
の
導

入
が
予
想
さ
れ
る
。
地
方
や
ふ
る
さ
と
で
働

き
た
い
人
の
流
れ
も
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
市
の
移
住
定
住
政
策
の
中
で
、
他
市
の

情
報
も
収
集
し
、
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子

留
萌
公
明
党

留
萌
公
明
党

▲子どもの学びを応援する、オンライン教材の
サイト

策
が
検
討
さ
れ
、
備
蓄
品
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
感
染
症
避
難
所
設
営
演
習
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
か
。

答
弁

感
染
症
の
収
束
状
況
を
見
な
が
ら
、

「
３
密
」
を
避
け
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
た

上
で
、
実
現
可
能
な
避
難
所
設
営
演
習
な
ど

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

し
収
束
を
含
め
た
市
の
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一

環
と
し
て
、
公
共
施
設
な
ど
で
感
染
者
が
発

生
と
思
わ
れ
る
場
合
な
ど
、
濃
厚
接
触
者
の

追
跡
の
た
め
に
連
絡
先
な
ど
の
記
載
を
求

め
、
役
立
て
る
考
え
は
。
ま
た
、
国
や
道
が

奨
め
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
濃
厚

接
触
の
可
能
性
が
高
い
人
に
通
知
な
ど
を
行

う
「
接
触
確
認
ア
プ
リ
」
や
「
コ
ロ
ナ
通
知

シ
ス
テ
ム
」
の
周
知
に
対
す
る
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

▲北海道コロナ通知システム

笠か
さ
は
ら原　

昌ま
さ
ふ
み史

民
　
　
　
主

民
　
　
　
主

留萌市議会だより

こんなことこんなことがが決まりました決まりました 令和２年 第２回定例会
６月２日〜10日

　令和２年第２回定例会が９日間の会期で開催され、諮問１件、報告15件、議案26件、意見書案
３件などを審議しました。

【諮　　問】
◦人権擁護委員の推薦について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  適　　任
【報　　告】
◦令和元年度留萌市一般会計に係る放棄した債権の報告について 
◦専決処分の報告について（留萌市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を
　改正する条例制定について）
◦専決処分の報告について（令和2年度留萌市一般会計補正予算（第3号）について）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほか12件 …………………… 承認・了
【議　　案】
◦令和2年度留萌市一般会計補正予算（第8号）
◦留萌市税条例の一部を改正する条例制定について
◦留萌市都市計画税条例の一部を改正する条例制定について
◦留萌市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
◦財産の取得について　　　　　　　　　　　　　◦留萌市過疎地域自立促進市町村計画の変更について
◦留萌市農業委員会委員の任命について　　　　　◦留萌市教育委員会委員の任命について　
◦留萌市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
◦留萌市介護保険条例の一部を改正する条例制定について　　　 　ほか16件　　　　　　原案可決・同意
【意見書案】
◦新型コロナウイルス対策にかかる地方財政の充実・強化を求める意見書 ほか２件　　　 ……………  原案可決

　新型コロナウイルス感染症
により、事態が日々動く中で、
この数か月、議会は何をした
のか、その取り組みを本号に
載せました。
　議会基本条例第24条には、
災害が起きた時の議会・議員
の対応が示されています。「議
会は、災害等の不測の事態が
発生したときは、(中略)市民意
見の把握をするとともに、必
要に応じて市長又は国等に対
し、提案、提言、要望等を行う」
とあり、このことを今回取り
組むことができました。
　市は、国への申請事業の中
に、議会の提案を政策として
多く取り入れています。
とはいえ、新型コロナウイル
ス感染症の対策はまだまだ続
きます。これからも、皆さま
のお声を伺い、議会・議員の
役割を果たして参ります。(戸)

編集後記編集後記 各 組 合 議 会 か ら の 報 告各 組 合 議 会 か ら の 報 告

　令和２年３月 27日開催の留萌
市議会全員協議会において、留萌
消防組合議会の令和元年における

定例会および臨時会の審議状況と結果について報告しました。

留萌消防組合議会

　令和２年６月 22日開催の第３
回留萌南部衛生組合議会議員協議
会は、「組合議会会議規則の一部

を改正する規則」など４件についての報告・協議をはじめ、生ご

留萌南部衛生組合議会

　４月には、今年度予定していた行政視察の実施を延期しました。
毎年７月に留萌消防組合議員が参加している留萌消防団教養訓練
大会が新型コロナウイルス感染症拡大への危険性を考慮し、中止
となりました。

み処理施設内での「フォークリフト横転
事故」について、それぞれ報告を受けま
した。その後、増毛町にある「最終処分
施設被覆施設の移設工事」の進捗状況に
ついて視察をしました。
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